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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成26年5月1日(2014.5.1)

【公表番号】特表2013-522011(P2013-522011A)
【公表日】平成25年6月13日(2013.6.13)
【年通号数】公開・登録公報2013-030
【出願番号】特願2012-557283(P2012-557283)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  29/80     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/94     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/10     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  29/80    ＺＡＢＡ
   Ｂ０１Ｄ  53/36    １０２Ｂ
   Ｂ０１Ｄ  53/36    １０２Ｄ
   Ｆ０１Ｎ   3/10    　　　Ａ
   Ｆ０１Ｎ   3/28    ３０１Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月11日(2014.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＮＯｘの選択触媒還元用触媒であって、
　ａ）Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｃｅ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｍｏ、Ｒｕ、Ｒｈ、Ｐ
ｄ、Ａｇ、Ｉｎ、Ｓｎ、Ｒｅ、Ｉｒ、Ｐｔ、及びこれの混合物からなる群より選択される
一種以上の遷移金属と、
　ｂ）少なくとも２つの異なる小-細孔と、３次元フレームワーク構造を備えてなる少な
くとも一種の連晶相を有するモレキュラーシーブを備えてなる担体と、
を備えてなり、
　前記一種以上の遷移金属が、モレキュラーシーブの細孔の内部に存在し、及び／又はモ
レキュラーシーブの外部表面に存在してなるものである、ＮＯｘの選択触媒還元用触媒。
【請求項２】
　第１フレームワーク構造がＣＨＡであり、
　第２フレームワーク構造がＡＥＩ、ＧＭＥ、ＡＦＸ、ＡＦＴ及びＬＥＶからなる群より
選択されるものである、請求項１に記載の触媒。
【請求項３】
　前記モル比が、約５：９９～約１５：８５である、請求項１に記載の触媒。
【請求項４】
　前記遷移金属が、前記担体の総重量に対して約０.０１～約６重量％の量で存在するも
のである、請求項１に記載の触媒。
【請求項５】
　前記遷移金属が、Ｃｕであり、前記担体の総重量に対して約１.５～約２.５重量％の量
で存在し、
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　前記担体が、約５：９５～約１５：８５のモル比において、ＳＡＰＯ-１８及びＳＡＰ
Ｏ-３４の連晶を備えてなるものである、請求項１に記載の触媒。
【請求項６】
　ＮＯｘを還元する方法であって、
　還元剤の存在下で、ＮＯｘを含む排気ガス又は排煙ガスを触媒に露出させることを含ん
でなるものであり、前記触媒が、
　ａ）Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｃｅ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｍｏ、Ｒｕ、Ｒｈ、Ｐ
ｄ、Ａｇ、Ｉｎ、Ｓｎ、Ｒｅ、Ｉｒ、Ｐｔ、及びこれの混合物からなる群より選択される
一種以上の遷移金属と、
　ｂ）少なくとも２つの異なる小-細孔と、３次元フレームワーク構造を備えてなる少な
くとも一種の連晶相を有するモレキュラーシーブを備えてなる担体と、
を備えてなり、
　前記一種以上の遷移金属が、モレキュラーシーブの細孔の内部に存在し、及び／又はモ
レキュラーシーブの外部表面に存在してなるものである、ＮＯｘを還元する方法。
【請求項７】
　排気ガス又は排煙ガスのＮＯｘを還元させる装置であって、
　ａ）触媒と、
　ｂ）基材とを備えてなり、
　前記触媒が、
　　ｉ）Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｃｅ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｍｏ、Ｒｕ、Ｒｈ、
Ｐｄ、Ａｇ、Ｉｎ、Ｓｎ、Ｒｅ、Ｉｒ、Ｐｔ、及びこれの混合物からなる群より選択され
る一種以上の遷移金属と、
　　ｉｉ）少なくとも２つの異なる小-細孔と、３次元フレームワーク構造を備えてなる
少なくとも一種の連晶相を有するモレキュラーシーブを備えてなる担体と、
を備えてなり、
　前記一種以上の遷移金属が、モレキュラーシーブの細孔の内部に存在し、及び／又はモ
レキュラーシーブの外部表面に存在してなるものであり、
　前記触媒が前記基材の上に配置されてなり、
　前記基材が、選択触媒還元（ＳＣＲ）用フロースルーモノリス、選択触媒還元用ウォー
ルフローフィルタ（ＳＣＲＦ）、及び／又はリーンＮＯｘトラップとしての使用に適した
ものである、ＮＯｘを還元させる装置。
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